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した場合の値を示している．実測値は，おおよそ

しており，既往予測式によって貫入抵抗を予測可能であることがわかった．

：サクション（=スカート
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 ,Zi=Di/4/(K tanδ

：静止土圧係数，δ：壁面摩

：スカート厚，m：影響係数
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修正・制御はでき

多室型のスカートサクションの傾斜制御は

各室内のサクション量を変えることによって可能であり

型の場合の傾斜制御

をパラメータとしたスカートサクション基

，その概要と貫入

の実測値は，

既往の予測手法の妥当性

型の貫入中の傾斜制御方法につい
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値を示している．実測値は，おおよそ

しており，既往予測式によって貫入抵抗を予測可能であることがわかった．
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値を示している．実測値は，おおよそ

しており，既往予測式によって貫入抵抗を予測可能であることがわかった．

 

Fig. 6 貫入深度－排水

値を示している．実測値は，おおよそ k

しており，既往予測式によって貫入抵抗を予測可能であることがわかった． 

Fig. 4 貫入深度－時間

Fig. 5 貫入深度－

貫入深度－排水

Photo 2

kf=1～5 とした予測値とおお

 

貫入深度－時間

貫入深度－貫入抵抗

Fig. 7 貫入深度－傾斜角

Photo 2 実験状況 

とした予測値とおお

貫入深度－時間 

貫入抵抗 

貫入深度－傾斜角

 

とした予測値とおお

貫入深度－傾斜角 
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